「船出せすかも」考―人麻呂と吉野離宮と持統天皇と― by 藤森, 賢一
山川も依りて仕ふる神ながらたぎつ河内に船出せすかも
「船出せすかも」考
ー人麻呂と吉野離宮と持統天皇と
1
られることが多い。それについて、下巻第十一話に「一旦亡＿＿二人之食也」とある「亡」を、
日本古典全菩本や日本古典
文学大系系本ではホロポサ．
ム、
角川文肛本ではウシナハムと
読んでゐたのを、
日本古典文学全集本では、真福寺本によっ
て「亡」を「已」とし、ヲハラムと読み改
めたが
、「巳」を単
独で述語に用 てヲハルと読むことは
少いか
ら、ここは、
やはり「亡」に従ふぺき あ
らう。
仰によれば、「亡」のま
までヲハラムと読むこともできるのであ
る。
ただし、ヲハル
゜
は自動詞であるから、命ヲヲハラムで
はなく、
Un閲罰のや
うに、
命ヲハラムとあるぺきであらう。原文の目的語を
、訓
藤
森
賢
読の際に、
主諾に読みかへることは、UOIにも例があって、珍
しくないことである。
注2奈良遺文（下）所収、
典福寺蔵妙法迎部経の巻末撤語に、
「天平十六
年歳
次甲申五月廿日
搭写奉党」とあ
るのは、恐
らく害写シクテマツリヲハリヌと読むのであらう
し、
日本霊
異記下第十七話の「引-浜'知識—‘
奉
-1捻造一畢」も、諸本に捻
造シタテマツリヲハリヌと読ん ゐ 通りであら
う。
もし、
これらの例が認められれば、＇�シクテマツリヲハ
ル、
また
は1シクテマツリヲハリヌといふ表現は、
古くから存在し
てゐた とになる。．
このr寓葉集』39番歌は、
いうまでもなく人麻呂の吉野従駕の際
(1) 
の作であり、
88番歌の反歌である。その制作の年月は、左注も「右、
日本紀日、
三年己丑正月、
天皇幸ーー吉野宮ー。
八月幸ーー吉野宮ー。
四
翡寅二月、笠吉野宮ー。
五月ぎ吉野霊。
五年辛卯正月、笠吉
21 
野宮ー
。
四月幸n吉野宮
1者、
未量詳知c何月従駕作歌
30
」としていて、
判然としないものである
が、吉野行幸は持統天皇のそれであること
．は
動かぬと思われる。さて、こ
こに取り上げようとする問返は、
船出がどこに向かって
のものとして歌われて
るのかという点に関してであ
る。
それは、
歌のスケールにも関 ることであ
り、
考察に価するものがあると思
う。
(2) 
諸注の中、例えば、「激しく流 河の内へ」と、
船出の目標乃
．至
は方向を「河内」と考え
るが
如き解釈は
採らない
。「河内に」の
助詞「に」は、
例えば
、「尾張に直に向かへる尾津の前なる一っ松」
(r記」）など
の如く、方向を示す場合もあって、
その
意で律し得な
いのではないが、それではこ
の場合歌の空間が小さくなるのであ
る。
この「に」はやはり場所を表わすと見るぺく、「たぎつ河内」
．は船出の地点としたい。38番歌中に見える「激つ河内に」は、次の句、「高殿を高知りまして と連関して、明らかに「雌宮御造営の
．．場所を指示してい
る」（武田祐吉.
r全註釈』）の
であ
るから、
反歌
の同じ表現も、船出 場所を表わす
と見るぺき
であろう。r新考」
は、「カフチは河の行廻れる斑を ふ。さ ば陸の名
なり。さ
るを
その河内に船出すといへるはいかが。恐らく 河内二は河内ユの意ならむ」としている。 河
内」の意
は、38番
歌の用い
方によって自
・ら明らか
であり
、
それに基づく限り、「に」の用法を「いかが」と
疑う必要もないが、「河内二」を
「河内ュ」の意と推批している点
は、ほぼ近似値を得ているの
では
な
いかと思われる。
次に、船出は何のための
船出であるのかという点に関して
であ
る
が、
例えば、r古義』が、「船出為加母は、
フナデセスカモと訓るよ
ろし、
天皇の大御船出し遊び賜ふ哉と云なり」とす
るが如き説を採
らない。遊びのため
の船出を歌う歌としては、
長歌も反歌も厳粛荘
誼に過ぎる 「山川も依りて仕ふる」神としての天皇に関和した船出の内容でな
けれ
ば
ならぬと考える。有名な8番欧、「熟田津に船
乗りせむと月待てば
潮もかなひぬ今は泄ぎ出
でな」（額田王）の解
にしても
、船遊びのために「今は漕ぎ出でな」というとする説（土
段文明.
r私注』）は採れない。
それは明らか
に歌の価値を低める解
として否定されねばなるま 同様 ことは、
この39番歌について
もいえるのである。
それでは、
船出は、
どこに向
かってのものであったのだろうか。
私は、
これに対し、
二つの試案を提出してみたいと思う。
そのーつは、どこと目標を限定しな
い、
強いていうなら、天皇統
治の空間すぺてとする考えである。
神話の世界では、神は天鳥船や天磐船に乗って天空を飛翔した。
r記」には、天鳥船神が建御雷神に副えられ
て、
国譲りの交渉のた
めに、高天原から出雰に派述さ
れるところが
ある。
この神の名は、
烏のように迅＜天翔る船の意で
あり、
恐らくは、「一個独立の神格
(3) 
というよりむしろ建御雷神の乗って来た船であ」っただろう 『紀』やr旧事記」 は、
饒辿日命の天翌船に乗って天降りますことが見
えるが、『旧事記」の語りは次の
如くである。「個辿日尊票一
1天神御
祖皿、乗手〈磐船而天降ん坐於河内国河上晦峯＿、
則造＿坐於大倭国
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鳥見白庭山
10
所謂乗二天磐船一而翔え汀於大虚空-‘
巡ら『院是郷ー而天
降坐央。所謂虚空見日本国是欺。」天鳥船や天磐船は、か
くして
神
々を連ぷ神代の宇宙船であった
が、
日の神を乗せる天のみ船は神話
に出現しない
もの
か。『播磨風土記」猪牲野
の条には、「日向の肥
人、
朝戸君、天照らす大神の坐せる舟に、猪を
持ち参ゐ来て進り
て、飼ふべき所を求ぎ申し仰ぎき」とあって、
日の神の船のことが
確認できる。又‘r住吉大社神 記」には、「大八嶋国の の下に日神を出し奉るは、
船木の遠祖、大田田神なり。此の神の造作れる船
二般（一般は木作り、一艘は石作り）を以
て、
後代の験の為に、
脇
駒山の長屋の六令に石船を、
白木坂の三枝の磁に木船を納め趾く」と
C4) 
あって
、「日神を舟にのせて海の彼方
より出し奉る」ことが見えて
いる。更に上述の天店船神は、松前健
氏に
よれ
ば、「一名烏之岩楠
船神とも呼ばれ、
この
イハクスプネは紀の一楷によれば、
蛭児を入
れた容器の名であるから、
ヒルnすなわち太阻神 子としてのr日
る子」という馬琴翁以来の説を考殿 入れれば、
太陽の舟という観
(5)
（6) 
念と関係づけられるか
も知れない」ということになる。
かく
くだ
くだしく神の船に触れたのは、『萬葉集」39番
歌に
おけ
る天皇お召しのみ船を、神話の天烏船や 磐 に擬したいからにほかならぬ。39番歌は、
いうまでもな
く天棗閑歌であり、
宮廷歌人人
麻呂が、
その戚能におい
て天オを発抑した
歌の―つである。
その目
的とするところは、「山JIIも依りて仕ふる」神
とし
ての
天皇の御稜
こと
威の設美であった。言わざの限りをつくして彼は
持統女帝を神とし
なければならな
のである。
人麻呂の心窓の背最に、
神話の神
々の憔界があったこ は、
その「祝詞」につながるが如き感のある
歌の調ぺを通してもうかがえるところである。39番歌には、
表現の
上に、
如上のことがはっきりと出ていないとしても、
イメージとし
ては充分に捉え得るのである。神々の世界への距離が、
われわれの
それとは比較にならぬ程短か
ったその時
代にあって、「神ながら」
「船出せす」という表現は、神話の枇界における日の
神の
船出を旗
殴させるものであ
り、現実の
持統帝の船出が、
そのイメージと重な
るとき、
人麻呂の役割は最も果されたのではあるまいか。
第二案は、船出の目標をへ吉野の川上の型地とする考えである。
これにも、
結果として、神とし
ての天皇のイメージが強く打ち出さ
れるような解き方が、
必須の要件となること勿論である。
ところで、持統帝
その在位期間中、合計三十一回にも及ぶ吉野
への行幸を行っているのであるが、
それは一体何のためのものであ
ったのか。
たしかに、
その度はずれた回数は、一稲異様な感じさえ
伴っている。
しかし、
かの壬申の乱の前夜、
夫君大悔人堕子と共に
吉野宮に入り、
奄留九ヶ月にわたった
ことを考えると、
その度軍な
る行幸も、
決して不自然といえなくなる。
ただ、
それは、凩に思い
出多き地に亡き夫を偲ぶといった意味には限られない。九ヶ月に及ぶ吉野潜居の間には、
当然吉野の神との間に深い関係が結ばれた筈
である。この点をこそ、
後の
吉野行幸の意味探索にあたって汲優先
させねばならぬと思う。r天武紀』には、
六皇子（草控、大津、
高
市、
河島、
忍盛、芝基）誓盟の事が見える
が、
それを
行う場所に
は、
ほかならぬ吉野の地が選ばれている。
それは
彼女が即位後、
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国土経営の助力を乞い、国魂の寄りつくことを祈念するに際して、その堀所を吉野
としたこ
とと関っている。天武・持統両帝と吉野の
．
神との紐帯は
、
想
像
を
絶して堅いのである。
吉野の神に彼女が祈念したことの中心は、股業国家の首長
とし
て、頻閥な四季の迎行、
就中、過不足なき水の恵みについてであっ
たと思われる。「（四年）夏四月
：＇…戊辰、始めて所々に祈雨す、
旱
すればなり。五月丙子朔戊寅 天皇吉野宮に幸す。
．．．．．． 
七月：
．．．．． 
癸
巳、使者を辿して、
広瀬大忌神と竜田風神とを祭る。八月乙巳朔戊
．申、天星吉野宮に幸す。」「（五年）夏四月：
．．．． 
辛亥、使者を追して広
瀬犬忌神と竜田風神を祭らしむ。丙辰天皇吉野に幸したまふ
．．．．．． 
六月、京師及び郡国四十ところ雨氷ふれり。戊子詔して日はく、
此
と合
たが
なりはひ
の夏、陰雨節に過へり、憚らくは
必ず稼を併らむ。（下略）：・・・・四
月より雨ふりて、
是の月に至る。・・・・・・秋七月庚午朔壬申、天皇吉野
かへ
•宮に幸したまふ。……辛巳、天皇吉野より至りたまふ。甲
申、
使者
を追して、
広瀬大忌神と竜田風神とを祭らしむ。I（六年）六月甲子
朔壬申、郡国
長吏に勅して、各名ある山岳渋に朗らしむ。甲戌、
大夫謁者を逍して、
四畿内に
詣りて雨を請はしむ。：・・・・秋七月：
．．．．． 
壬斑吉野に幸したまふ。甲辰 使
者を辿して、広瀬と竜田とを杞
ょ
る。」「（七年）三月庚寅朔
日蝕ゑたること有り、
……乙未、
吉野
宮に幸したまふ。
．．．．．． 
及四月庚申朔丙
子、
大夫謁者を逍して、諸社
に詣でて雨を祈はしむ。又使者を追して、広瀬大忌神と竜田風を祀らしむ。·'：・・五月己丑朔 吉野宮に幸したまふ。・・・・・・秋七月戊子朔甲午、
吉野宮に幸したまふ。
己亥、使者を追し
て、
広瀬大忌神
と竜田風神とを祀ら む。辛丑、
大夫謁者を逍し
て、
諸社に雨を請
はしむ。」「（八年）夏四月：
．．．．． 
炭申、吉野に幸
した
まふ。丙寅、
使
者を巡して、広瀬大忌神と竜田風神と
を杞ら
し
む。・・・・・・九月壬午
朔、日蝕ゑたること有り。
乙酉、
吉野に幸
した
まふ。」「（九年）六
月丁丑朔己卯、
大夫謁者を迅して、京師及び四畿内の猪社に詣でて
雨を踏はしむ。甲午、
吉野宮に幸した
ま
ふ。」「(+一年）夏四月壬
申、吉野宮に幸したまふ
己卯、使者を逍して広瀬と竜田とを祀ら
かへ
しむ。品の日、吉野より至りたまふ。五月丙申朔癸卯、大夫氾者を追して、賭社に詣でて雨を酌はしむ。」（「持統紀」）ーーこれらには、天旦の吉野行幸に前後 て、早天や媒雨の事実、及びそれに益づく祭祀に困 の記録が認められる。そこ
から天皇の吉野行幸の意味
もほぼ推理できるのであるが、
その殆どは、
吉野の水の神への祈願
のためと考えてよいであろう。
彼女の吉叫行幸の窯味合いを暗示するものとし
て、
六年春三月の
伊咎行幸のこ がある。
この行幸の意味するところを、
直木孝次郎
氏は、「こ
の旅は単なる慰安の
ためとは息われない。
．．．．．． 
この旅行
は、
天旦が、造祁の大事業を開始するにあたり、政治上・軍事上に
大切な東国地方の実梢を自分の目 視察し かつその地方の有力者に恩恵を授けて不沿を封じておくことの必要
から、
立案されたので
(7) 
はないか」としておられるが、
それだけで
は政治的窯味合いが押さ
えられたに過ぎないと息
う。
こ
の伊発行幸に似しては、大三袷朝臣
高市麻呂の諫止事件が生じ いる。「紀』はそれを、「是の日、中納
ただにまな
言直大弐位三輪朝臣高市閥表を上りて敢直酋し
て、
天皇の、伊勢にさ
いでま
れほ
なりはひのとe
幸さむと欲して、
股時を妨げたまふこと
を隙争めまつる。三月
丙寅朔戊辰、作広邸広瀬王、逍広参当麻寵人智徳 直広陣紀朝臣弓
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かうぶり
張等を以て留守官と為す。是に、中納言三輪朝臣高市府、其の冠位
みかどささ
かみ
を脱ぎて、朝に摯げて、誼ねて諌めまつりて日く、
股作の節、車駕
未だ以て動たまふ可からず。辛未、天皇諌に従ひたまは
ず、
遂に伊
紐茫幸したまふ」と叙している。
この事件の記事は、『日本霊異記」
上巻二十五緑「忠臣欲少く、
足る
を知りて諸天に感ぜら
れ、現報を
得て、奇事を示す緑 にも見るこ
とができる。守屋俊彦氏は、r盛
異記」のこの説話 透視して、高市麻呂の識能と
天皇の伊努行幸
諫止の其実を的確に言いあ られた。叩ち 「この神（大物主神）を祖神としている三翰氏は、
かつては雨を降らせることをその識掌の
一っとしていたのではあるま
か。
…・・・つまりは、
彼がこうした三
輪氏の子孫であったればこそ、
そのようなことが可能であり得たの
である。彼は現実にそうした秘儀を美事に採って瑞雨を得たのかもわからない。」「彼が持統天皇 伊努行幸をあのように執拗に陳止したのも、
もとより官僚としての買任からではあったろうが、
こと股
業や農民のことに関して てみれば、彼 して其 あのように熱情的に躯りたてたも 、 は、
田の神や水の神の子孫としての
(9> 
血と誇りであったとみた方がよいのではあるまいか」
と。
この大和
の地主神の後裔としての自負と、
恐らくはいま一っ、自己の戦掌、
ひいては一族存立 かかわる危機感 が、
彼をして呆敢な諌争の行
為に向かわしめたもの 思われ 直木孝次郎氏は、高市麻呂の行為を、「藤原造都そのものに反感を持っていた
それと
辿関す
る伊勢行幸に反対 た ではあるまいか。大和平野 一隅に根をはる豪族の出である彼 、
古代梨族的なところの多い天武に親近感を
持ち、持統の迎性的な、
その
当時としては近代的な政治になじみえ
なかったのであろう。
つまり高市麻呂は、天武朝をなつかしむ守旧
(10) 
派の代表として、
日ごろの不満を爆発させたのである」と説明され
る。一面そうした見方も可能であるつが、高市麻呂の諌争のよって来るところ最も
深いものは、やはり守屋説に見られる呪的雨司とし
ての自負と不安とであったと思われる。
高市麻呂のかくも激しい阻止を排して強行された持続天皇の伊勢
行幸は、伊努の悔の水により米る神との交りのためであった。筑紫申哀氏は、
持統行幸の地を淡海浦（神崎・池浦付近）とする北岡四
良氏の説を踏まえた上で、「持統女帝が伊勢に旅した持統天皇六年
（六九二）には、まだ今日みる如き伊努神宮はできていなかった。
旦大神宮が今日みられるような形にでき がったのは文武天皇二年
（六九八）のことなのだが、持統はそれにさきだって伊勢の海部の
信仰の型地にみずから出向いて海神の霊気 ふれ、
アマテラスを体
(ll) 
褐したのであった」とされる。
この伊努行幸には人麻呂は従ってい
ない。
この時に作られた「茂葉集」40.41.42番歌には、「幸二子伊
終国時、留
4京柿本朝臣人麻呂作歌」という題詞が付されている。
「嗚呼見の補に船乗りすらむ旭襦 が珠裟の裾に潮澁つらむか」（四0)、「くしろ符く手節の崎 今日もかも大宮人の玉藻苅るらむ」（四一
）、「潮騒に伊良虞の島辺漕ぐ船に妹乗るらむか流き島廻を」（
四
二）ー直木孝次郎氏は 「これら 歌
ついて興味を引かれるの
は、
沈稲、
荘砥の声調を得意とする人麻呂にしては、珍しくのびや
かな調子のみえることである
とくに第一の歌(40番歌）がそうで、
斎藤茂吉氏も、r朗らかで美しく楽 い歌 る」(r万葉秀歌」）と呼しておられる。
人麻呂のもつ詩オの一面が、久しぶりに宮廷のい
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ろいろな束縛から解放された時に、発抑されたのではなかろうか」
c“) 
と述べておられる。たしかに「沈邪、荘誼の声関」
はな
く、
「のび
やか」で明るい歌である。しかし、同時にこれらの歌を単に作者が行楽の情景を偲んで詠んだと見てはなるまい。やはり、背景には、伊努の海における持統帝の神との交りの儀式が蹴か なければならず、だとすれば、諸家の解も、多少のニュアンスの変更を余儀なくされるのではないだろうか。
持統天皇の伊勢行幸の意味がつかめると、彼女の吉野行幸
の性格
．もそれと有機的につな
がるものと
して了解されて来る。それは、国
家的規校における呪的雨司としての能力体得 ために、彼女と最も深い関係にある吉野 水の神と交るため 旅であっ であ 。．そ
れでは、その吉野の水の神はどこに鋲まりい
ますのであ
ろう
か。r持統紀」には、「吉野に幸したまふ」 だけあって、それ以上の記述がないのだから、われわれの推理や想像 は大船の自由が与えられているといってよい。．さ
て、現在、吉野川水系に見られる著名な水神の宮居として、丹
生川上神社なる社 、
上社、中社、下社のよび名で三箇所に分散し
ているのであるが、寛平七年の太政官符や春日大社古文沓など．よって、
『延喜式神名般」記
戦の
名神大社は、現在の
中社（祭神は
みず11のめ岡象女神）であること ほぼ確実とされて る。その宮居 周辺の山川のたたずまいが、断然他を引きはなしている点や、藤原初期のずぐれた神像二十体を有す ことは、この社が真実の丹生川上神社
四
であることを主張するに有利な条件となっている。ただ、この中社が真の丹生川上神社であることと、吉野離宮がこの地にあったこととを直結しよう する説が現在もなお行われているのであるが そ
(U) 
れはどんなものであろう。
この説は、森口奈良吉氏に発し、幾田八
(n)
十代氏を経て、現在は保田典重郎氏に至って
いる
。保
田氏
の主張
は、「この吉野宮を、宮施にあててゐ のは、国の信仰と風景とさらに土俗と地理 知らない、迫方の万葉学者が、沌の文字にこだわった語呂合せの説である。吉野離宮は、森口奈良吉翁の精密 考証
、、、、、
によって、丹生の川上の古はありがよひ社といった 今 丹生川上本社の土地であることは、もう信じ もの
の頭がよ
ほどを
かし
(16) い」という強い 気によるも で、「亡霊」の発
言と
し
ては、余り
にもポルトが高く、辟易したこ で記憶に残
るものである。森□氏
の証明の中心は、r漢葉集』や
『怯風躁」に見られる待歌の
中の
地
名を、現在の中社付近の地名に重ねる作業にあり、就中、r寓葉集」の「投老七年癸亥夏五月芳野離宮 幸せる時笠朝臣金村の作れる歌一首」(907番蜘｝に見える「錯暉P宮」や、「吉野
宮に幸せる時柿本
朝臣人麻呂の作れる歌 (36番歌）に見える 秋津 辺」を r記』雄略天皇四年の条に見える、「秋八月辛卯朔、戊申吉野宮 行幸したまふ。灰戌河上 小野 幸す。虞人に命せて獣を氏らしめ 射ら射んと欲して待ちたまふ。虻疾く飛び来て、天皇の怜を喰ふ。是に蛸蛉忽に飛び来て、虻を晰ひて将て去ぬ。（中略）因りて蛸蛉を賛めて此の地を名付け 蛸蛉野と為す
」といふ記事に
関連させ、それ
らは共通の場所を占めなければならぬとし、そ 地を現在中社の社殿の存する小牟派岳一帯に求めること あ ように
見受けられる。
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「 ど う し て そ ん な に
た び た び 行 幸 さ れ た の か 。 … ・ ・ ・ や は り 楔 ぎ の
五
し か し 、 私 は 、 森 口 氏 の 輪 は 、 中 社 即 吉 野 難 宮 趾 と い う 点 に ま で 発展 さ せ な い 方 が よ か っ た よ う な 気 が す る の で あ る 。
天武天皇の白鳳四年に、現在の蟻通橋の南詰の場所に、それまでひ も ろ ざ
の神簸式祭祀に代り、神社が造営されたというが、神簾式祭祀の前段階として、
川 そ の も の
に神の宮居を認める自然信仰があったに相
逃 な い 。 そ し て 、 そ れ は 、 神 簾 式 祭 祀 が 行 わ れ る 段 階 と な っ て も 、更 に 神 社 が 造 営 さ れ る 段 階 に 至 っ て も 、 神 を 祭 る 作 法 の 中 に 生 き 続け た で あ ろ う 。
中 社 の 社 前 、 丹 生 川 に か か る 蟻 通 梢 に 立 っ て
上流を眺めると、右
•』つ
からは三尾川、
左 か ら は 木津 川 の 淡 流 が 合 流 し 、 更 に そ の 間 に 日 衷
谷 が 沌 と な っ て 注 ぐ の で あ る 。 三 つ の 流 れ は 一 点 に 落 ち 合 い 、 認 汲として流れる。
この地点を目にすれば、どこよりも水の司祭持統の
神 事 執 行 の 堀 と し て ふ さ わ し い 感 を 抱 か ざ る を 得 な く な っ て 来 る 。そして、仮にそれがあたっているとするならば、離宮とこの地とは離 れ て い る こ と が 望 ま し い 。
い や 、
どうしても離れていなければな
らぬと思う。勿論、離宮の意味を宗教的性格のみを持つ場所としてしまえぬことはない。しかし、離宮の概念には、
ど う し て も 遊 宴 保
症 の 性 格 が つ き ま と う 。 r 湾 葉集 』 や r 懐 風 涵 」 の 中 に は 、 そ う した遊宴の坦に生誕を見たものも多い筈である。私は、やはり吉野膝宮 の 場 所 は 、 通 説 に 従 っ て 宮 流 と 考 え 、 中 社 の
地点をもっと述った
(
10
) 
意 味 を 持 つ 場 所 と し た い の で あ る 。
ぉちかえ
た め に 瑕 な る 水 を 求 め ら れ た の で あ る 。 変 若 り た い と い う 欲 涼 が 、
20V 
こ と に こ の 女 帝 は 強 か
っ た の で あ る 」 と 山 本 健 吉 氏 は い わ れ る 。 そ
の「
楔 ぎ の た め の 聖 な る 水 」 は 、 吉 野 川 の 聖 な る 川 上 、 岡 象 女 の 宮
居に求められたと考えたい。勿曲、
女 帝 の 阿 象 女 に 対 す る 祈 願 は 、
雨水の恵みによる国土経営への助力を内容としたであろうが、
いま
―つ、
水 の 桁 霊 が 本 来 持 つ と こ ろ の 不 可 思 議 な 生 命 力 を 己 の 個 体 に
補給する恋味があったのである。そ
して、
後者は、彼女が国家的雨
司であること
を 考 え た 場 合 、 前 者 と 全 く 別 の こ と で は な く な っ て 来
る。このことは、
以前拙稲「水神の宮居」（「潮騒」二号）において
触 れ た の で あ っ た が 、
最近梅原猛氏も類似の発想をされ、r水底の
歌」で、「この山道を越えて、
三十一回も持統帝は吉野へ行ったの
である。何のために。私は、彼女は自己の神性を新たにするために行ったのではないかと
息 う 。 ち ょ う ど 、 時 々 電 池 を 補 給 し な い と つ
かなくなる悩中電燈のように、
弛 烈 な 神 性 の 光 を 放 ち っ づ け な け れ
ば な ら ぬ 彼 女 に と っ て 、 神 性 は 璧 な る 山 で 補 給 す る こ と が 必 要 だ ったのである」と説かれる
。 私 は 、 「 聖 な
る 山 」 は 、 「 型 な る 水 」 と 更
に限定される必要があると息う。そして、このような水霊の力をわが身に充電させる営みは、
彼女が大津島子を消してから
、 特 に 必 要
度 を 増 し た の で は な い か と 息 う 。 「 状 貌 魁 梧 、 器 宇 峻 遠 」 （ 『 恢 風 藻」 ）
もの
と称された程の奥子は、死しては頁に強力な盤となって彼女を日夜脅したことであろう。それに対抗するためには、更に強い霊力をわが 身 に ふ り つ け な け れ ば な ら ぬ 。 直 木 孝次 郎 氏 は 、 そ の 著 『 持 統 天皇』において、持統天皇の性格を彼女の詠歌から判断
し 、
人 麻 呂 と
対照的なものとされる。即ち、「持統の性格は、r春すぎて及来るら
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し白妙の衣ほしたり天の香月〈山」（万菜集な一、
二八）の一首によ
くあらわれていると息う。印象鮮明で、
かげのない客観的な歌いぶ
りは、音楽的・ディオニソス的・混沌などと評
される人麻呂とは、
かなりちがった精神のあり方を示している」といわれる。
しかし、
歌一首での判断は危険であ 。
又、判断の材料にされた28番歌にし
てみても、
決して単純明快な叙殻歌ではない。多分に呪的性格を持
つ予祝歌であり、
むんむんするような仕庄への気迫の感じられるも
のである。一見単純な叙棗歌にそうした呪的性格を捉えるには
現
代のわれわれの感党は余りにも変四しているのである。私
は、
持統
女帝の性格を形成するものとして、極め どろどろした、古代的・ディオニソス的な要梁が えてしかたがない。吉野の持統は
まさ
にその休視でなくて何であろう。
さて、
楔ぎは、
罪微れを流し去るものとしてよりも、
水の威力を
ふりつける営みとして考え くてはな
らない。
反正天限は、その生
涎に際して、
瑞井の水を汲み賄褐に用いたところ、
多迎（虎杖）の
花が井の中に落ちたので、
多遅比瑞曲別天皇と号したことが「紀」
に見える。「生れまして紺―つ骨の如し」（「紀」）とあるのが、「瑞歯」の説明のつもりなのであろうが、
実院は、
ミズハ即ち水神岡象
たじひペ
であり、水の呪法を執行した級部が
この天E太3生涎荘育に深く関
ったことをあらわすのであろう。又、
守展俊彦氏によれば、神話に
見える猿山毘古神が比良夫只 手をかまれて溺れるくだり 記』は、「本来神々の降照を祈廂する宗教像礼であ」り、「水中に神を迎える」ことであったし、
又、悔幸山幸の神話で火照命が水中で溺れ
(21) 
たとす （『記l「紀」） も同断 ことであったという。
女帝は、
そうした伝統の秘儀の実修者として、
吉野の川上の班な
る水にわが身をひたし、
只符水盆によってもたらされる生命力の充
実を待ったのであろう。
111川も依りて仕ふる神ながらたぎつ河内に船出せすかもすでにして、
われわれは、
困見を終った神としての女帝が、「た
ぎつ河内」に船を浮かぺ、
より弥力な神たるぺく、
川上の聖岐さし
ていま船出しようとする厳粛な光殻を初彿とし得るのではあるまいか
。泄なる川を遡っていった神、
或いは司祭者といえば、
われわれは
匝ちに、
かの倭姫命を想起する。倭姫命の遊
幸を訴っ
たr倭姫批
紀」は、成立の時期こそ鎌倉初期であるが、当然のこととして古い伝示に粘づくものであるから、
これを菜て去るわけにはいかぬ。
そ
の中にあって
この際注意を惹かれるのは、
倭姫命が良祖神の宮居
を求め、
伊勢の宮川や五十鈴川を船で遡上す 氾述である。
『倭姫
命枇紀」によると、彼女は
踏所巡幸の果てに、
五十鈴川のほとり、
現在の型大神宮の宮居の場所に鋲まる とになるのであ が、
それ
は見大神宮が、
現在見るような形旭をとるようになってから、
合理
的に緑起が照えられたこ 明白である。従って、文献以前の伝承を推理すれば、
倭姫命は、河口から遡って水源にまで至らなければな
らなかった筈である。水の って
来るところ
こそ神の聖地としてふ
さわしく、
そこにこそ「荘天原」はあったのだから。筑紫申真氏が、
六
28 
「 旦 大 神 宮 の 焚 の 悔 の 神 事 と は 、
い わ ば 、
海 辺 に 庭 生 し た ア マ テ ラ
ス を 、
川 上 に 誘 引 し て ゆ く ま つ り で あ っ た 。
そ れ は 、
ア マ テ ラ ス の
” 悔 か ら 天 へ
II
の移住なのであった。
こ の よ う に し て 川 上 の 聖 地
は 、
い わ ば 高 天 （ 海 ） 原 と 考 え ら れ 、
ア マ テ ラ ス の 住 み 家 と な っ た
の だ 。 川 上 に 誘 報 さ れ た カ ミ は 、
次 の 段 陪 で は 、
天 空 に 常 住 す る も
の と 思 考 さ れ る よ う に な る 。 地 上 の 高 天 原 や ” 天 の 岩 一 F “ は 天 界 に押 し あ げ ら れ 、
ア マ テ ラ ス は 空 に 前 住 す る も の と 意 識 さ れ た の で あ
(22) 
っ た 」 と さ れ る の は 、
こ の 件 に 関 し て 、
極 め て 示 唆 に 常 む 説 明 と な
る。
こ う し た 倭 姫 命 に 代 表 さ れ る 神 の 御 杖 代 の 型 な る 川 遡 行 の イ メ ー
ジ が 、
持 統 帝 の そ れ に 煎 ね ら れ る と き 、
そ の 神 性 は 一 段 の 削 船 を 見
る の で は あ る ま い か 。
そ し て 、
そ れ が 39 番 歌 の 作 者 の 計 邸 に あ っ た
こ と の 盗 然 性 も 亦 認 め ら れ ね ば な ら ぬ だ ろ う 。（ 追 記 ） • 本 秘 は 、
部 分 的 に 、 「 潮 騒 」
tn-
＿ 号 （ 昭 和 四 十 一 年 ） に 発
表 し た エ ッ セ イ 「 水 神 の 宮 居 」 と 煎 な る と こ ろ が あ る こ と を お 許 しい た だ き た い 。 守 松 俊 彦 先 生 か ら は 、
当 時 、
そ れ を 論 文 に 杏 き 改 め
る よ う 、
切 な る お す す め を い た だ い た が 、
性 来 の 怠 楕 の 故 に お 応 え
で き な か っ た 。 記 し て お わ び を 申 し 上 げ た い 。
又 、
本 杭 に 触 れ た 丹
生 川 上 神 社 の 上 社 は 、
す で に ダ ム 建 設 の た め に 水 没
、
中 社 に も 同 じ
迎 命 が 近 く 訪 れ よ う と し て い る と 間 く 。 桔 別 の 梢 一 入 な る も の が ある 。 ( - 九 七 五 ． ― ニ ・ ― ― ― - )
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松 前 健 .
r 日 本 神 話 の 新 研 究 」 第 一 章 。
天 屈 船 や 天 格 船 に 関 す る 伝 承 は 、
そ の ほ か に も 諸 文 献 に 散
見 す る が 、
松 本 信 脳 .
r 日 本 の 神 話 」 （ 日 木 脈 史 新 芯 ） 第 二
漱 （ 神 の 乗 物 ） に く わ し い 。直 木 孝次 郎 ・ 「 持 統 天 店 」 （ 人 物 笈 tX 41 ) - 0 （ 脳 原 の 宮 ） 。故 中 納 言 従 三 位 大 神 高 市 万 侶 卿 者 、
大 后 天 皇 時 忠 臣 也 。 有
品 日 、
朱 烏 七 年 壬 辰 二 月 、
詔 油 司 一 、
当 ― 』 - ＿ 月 ー 将 幸 え 打 伊
鉛 、
9且
， 凹 此 硲 而 設 備 曲 。 時中 納 言 、 翌 妨 ね 競 、 上
表 笠 諌 。 天 見 不 ＞ 従 、
狛 将 ー 玉茫り 。 於 ： 是 脱 む兵 蜘 冠
3、
架 ― ―
朝 廷 、
亦 屯 陳 言 、
方 今 此 節 不 ＞ 可 ＞ 行 也 。 或 逍 祐 ヂ 災 一 時 使 レ
塞 己 田 口
t、水
施 首 姓 m - o
々 施 ＞ 水 既 窮 。
諸 天 感 応 、
常
神降レ雨。
唯 紺 卿 Ill - 、
不 蜘竺 余 地 ー 。
光 芸 曳 諏 、
舜 雨 迅
痛 。
諒 是 忠 信 之 至 、
徳 儀 之 大 。 校 曰 、
修 々 神 氏 、
幼 年好 ＞
29 
・(18) (17) (15) (16) (14) (10) (11) (12) (13) (9) 
学、忠而有ト仁、潔以無レ濁、臨＞民流缶恵、施＞水窓＞田、甘雨時除、美密長伝。守屋俊彦・「日本巫異記小考一ー上咎第二十五緑ーー」（「神道学」第五十九号、後、『日本霊異記の研究」に収録）。直木孝次郎・前掲薔゜筑紫申爽・ 日本の神話」IV（洵の信仰と神話）。直木孝次郎・前掲祖。山本健吉.
r大和山河抄」によれば、
堀内民一氏は、この
神像に持統天皇のイメージを直践したという森口奈良吉・「 野離宮考」（昭和三年史蹟名勝天然記念物第三集九号。同四年九月訂正刊行。）r吉野雌宮』。幾田八十代・『硲葉地理考」付録「吉野誰宮考」。保田輿煎郎・「日本の美術史伶」6芸術新潮 昭和四十一年六月号）。
しじ
瀧の上の
御舟の山に
瑞枝さし
繁に生ひたる
栂の柑
のい
や継ぎ継ぎに
腐代に
かくし知らさむ
み芳野の
蛸蛉の宮は
神からか
費かるらむ
国からか
見が欲し
さよさや
からむ
山川を
清み消けみ
うぺし神代ゆ
定めけらし
おほきみ
も(
907
)
やすみしし
わが大王の
聞しめす
天の下に
国はしも
さは多にあれども
山川の
清き河内と
御心を
吉野の国の
花散らふ秋津の野辺に
宮柱
太敷きませば
ももしき
の大
宮人は
船並めて
朝川渡り
舟競ひ
夕河渡る
この川の
絶ゆることなく
この山の
いや高知らす
水
みやこ
はしる
瀧の宮処は
見れど抱かぬかも
(36)
宮流には遊宴保旋の場としての離宮を、そして
、上
流の中
社の地点には神事執行の場を考えたのは、拙稿「水神の宮居」（「潮騒）第二号）においてであったが、その後、そうした考えは、すでに風巻景次郎氏が輩田説批判として行っておられることが判った。
氏はいわれる、「幾田氏は持統
朝の吉野離宮は丹生川上 あったことを確証し得る
とされ
てゐるが、その結治は少し飛躍があり過ぎるのでないか思われる。岡象女神の社は丹生川上にあっても、離宮が神社に接してなければならぬ いふ事 ない。たとへば離宮はもともと宮滝 あたりにあったの 、そこを足場として、丹生川上神社への参拝が行はれた。さういふ第も十分考られることであっ 、両者が場所的に―つでなければならぬとするためには、吉野従競の作に見 てゐる地名 従来の考とはちがって、すべ 丹生川上の
あたりにあるものと
しなければならなくな
る。しかし、そのやうな論の決蓉は
さう簡単につくものとは思はれない であって、今後も万梨地理学の問題に って行くことであらう」と。（「山部赤
ヽ'‘
人下」（『万葉集大成』10所収）
（ 
山本健吉・「万葉 歌」。
．
守屋俊彦・「隼人舞と犬吠え」（「神道学」四十八号 後r記紀神話喩考」に収録）。筑紫申哀•前掲杏゜
〔本学第一回卒業生
(22) (20) (21) (19) 
高野山大学助教授〕
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